
特別支援教育のセンター的役割�
県立香川中部養護学校長  大久保 慶一�

校 長 先 生 の �

　特別支援教育では、関係機関（教育、医療、福祉、労働など）

の連携が不可欠です。本校でもこれまで、関係機関の支援を

得ることで問題が解決できたことが何回もあり、大変感謝して

います。私たち特別支援学校は、特別支援教育のセンターと

して、教員の派遣や研修、関係機関の連絡調整などの役割

を期待されています。こうした期待に十分に応え、家庭や学校、

関係機関から信頼される存在でありたいと考えています。�

　本校では、平成16年度に校務分掌の中に専門的な支援

の窓口として「地域教育支援部」を設置しました。ここでは、

ベテラン教員を「特別支援教育コーディネーター」として配置

し、地域への支援体制の充実をめざしています。「連携訪問」

や「巡回相談」の取り組みでは、地域の小・中学校等を訪問し、

軽度発達障害も含めた様々な相談に積極的に取り組んでい

ます。また、幼稚部在籍者以外の幼児を対象とした「にこに

こ教室」では、早期教育や保護者の相談・研修も行っています。

さらに、校内の研修を公開して地域の教員の参加を呼びかけ

るほか、平成18年度からは地域教育支援部の教員が中心に

なり小学校等の教員との「交流会」を実施し、教員間での情

報交換等を積極的にすすめています。�

　このように、本校では、家庭や地域の学校に対する支援の

充実に努めています。

子育てや指導上の悩

みなど、お気軽にご相

談ください。�

　これからも、特別支

援教育のセンター的

役割を担える学校づく

りをめざして、一人ひと

りの教員が大きな力となれ

るように、資質を高め、研究

と実践を積んでいきたいと

考えています。�

�

▲高等部の作業学習の様子。子どもたちの�
　社会参加・自立をめざしています。 

地域の教員との交流会。　�
活発な意見交換が行われます。▲�

　�
�

県立高校では、生徒自ら学び・行動

する意欲を培うため、それぞれの特

色を生かして活力と魅力あふれる学

校づくりに取り組んでいます。�

地域の小学生に実験の指導（笠田高校）�

かがわ教員道場（理科グループの成果発表会）� きらめくかがわの高校フェア�

大学教授を招いて、先進的な授業を実施（志度高校）�

生徒保健委員会の活動（飯山高校）�

職業体験学習（観音寺中央高校）�

「きらめくかがわの高校フェア」�
　県内の公立・私立高校が教育内容
や学校生活について説明します。�

高校案内の冊子や�
リーフレットの作成・配布�
　中学生やその保護者向けに、各高
校の特色ある教育活動などをまとめた
冊子やリーフレットを作成・配布します。�
�
�
�

シラバスの作成・配布�
　年間の授業内容や評価の観点などを記載してい
ます。予習や復習など、計画的な学習に役立てます。�

生徒からの授業評価�
　生徒からの授業評価を生かし、生徒と教員がいっ
しょにより良い授業をつくります。�

かがわ教員道場�
　教員が互いの授業方法について研究し合い、生
徒の学力を高める効果的な授業をめざしています。�

夢に向って�
チャレンジする人づくり�
�～これが香川の教育の基本理念です。～�
�

学習アドバイザー�

地域の人に教えてもらって、�
よく分かったよ！�

地域の人に教えてもらって、�
よく分かったよ！�

上手に切れたよ！�上手に切れたよ！� 先生！ もっと大きな山作ろう。�先生！ もっと大きな山作ろう。� きれいに洗えたね。�きれいに洗えたね。�へえ～。わらじって�
こうやって作るんだ。�
へえ～。わらじって�
こうやって作るんだ。�

退職教員� 大学生� 高齢者�中・高校生�

安全管理員�

専任指導員�
コーディネーター�
（事業間の調整役）�

　厳しい財政状況のもと、新たな教育課題に迅速かつ的確に対応し、県民の方々に
一層信頼される教育行政の実現をめざすとともに、県政の重点施策を積極的・効率
的に推進するため、今年4月に組織改正を行いました。�

芸術・文化�

香川県教育委員会の組織が変わります！�

　県教育委員会所管の文化行政事務のうち、文化振興・芸術文化関係事務については、に
ぎわいづくりなど知事部局の施策との連携を深め、より一層の振興を図るため、知事部局（政
策部）に移管しました。（文化財関係事務については、引き続き、教育委員会で担当します。）�
�

五色台における関係施設 　�
　五色台における集団宿泊合宿を行う施設を一体化しました。�

（教育委員会）�
（教育委員会）�

生 涯 学 習 課 �

五色台少年自然の家�

自 然 科 学 館 �

（教育委員会）�

文 化 行 政 課 �
�

●埋蔵文化財センター�

●歴史博物館�

�

●瀬戸内海歴史民俗資料館�

●文化会館�

●県民ホール�

●東山魁夷せとうち美術館�

●美術工芸研究所�

●漆芸研究所　�

�

（文化財関係事務）�
（文化振興・芸術文化関係事務）�
�

生涯学習・文化財課�
�　（087）832-3770�
�

特別支援教育�
　学校教育法等の一部改正に伴い、特別支援教育を推進するため、「障害児教育課」の
名称を変更しました。�

特別支援教育課�
　（087）832-3756

教育事務所 　 　�
　市町合併などの進展に伴い、効率的な組織づくりのために、4教育事務所を2教育事
務所に再編しました。�

小 豆 教 育 事 務 所 �

東 讃 教 育 事 務 所 �

中 讃 教 育 事 務 所 �

西 讃 教 育 事 務 所 �

西部教育事務所�
　（0877）62-0754

地域で子どもたちを育む環境をつくりましょう。�
　今年度からの新規事業「放課後子どもプラン」は、放課後の安全な活動の場として、学校や
公民館等を活用して、子どもたちが地域の方々とふれあいながら、遊び、学び、体験できる場を
提供するものです。�
　県では、すべての子どもたちに、こうした安全・安心な場を提供するため、市町や地域を支援
してまいります。地域の皆様方も、この事業の趣旨をご理解いただき、積極的な参加・協力をお
願いします。�

こんな居場所をつくります。�
◆ 専任指導員や安全管理員が、子どもたちの安全を見守ります。�
◆ スポーツや文化活動など、様々な体験の場を提供します。�
◆ 学習アドバイザーが学習を支援します。�
◆ 異年齢の子どもや地域の大人との交流活動の場を提供します。�
◆ 留守家庭の子どもたちの遊びや生活の場を確保します。�
◆ 地域の教育力を生かし、活性化を図ります。�
�

（知事部局）�

政策部 文化振興課�
�　（087）832-3784�
�

五色台少年自然センター�
�　（087）881-4428

  〃  自然科学館（分館）�

�　（0877）42-0034

東部教育事務所�
�　（087）837-8778

  〃  　小豆分室�
　（0879）62-0324

瀬戸内海歴史民俗資料館（分館） 
　（087）881-4707

●歴史博物館� （087）822-0002

●文化会館 （087）831-1806

●埋蔵文化財センター�
（0877）48-2191

●県民ホール （087）823-3131

●東山魁夷せとうち美術館�
（0877）44-1333

●美術工芸研究所�（087）821-6497

●漆芸研究所� （087）821-5948

（
統
合
）�

障 害 児 教 育 課 �

平成19年度の組織改正の内容を�
紹介します�

大学への短期内地留学や�
外部講師による、ものづくりの�
講座など�

先輩講演会や進路フェスタ、�
インターンシップの実施など�

地域でのボランティア活動や�
農場開放、地元小学校等への�
出前講座など�

外部講師による講習会や�
生徒会リーダー研修など�

進路意識を高め、学ぶ意欲を喚

起して、学力を伸ばします。�

「本物」の技に触れ、スキルアップ

を図り、スペシャリストを養成します。�

地域の方 と々の活動を通して、ふる

さとを支える人材を育成します。�

6年間を生かし、中学生と高校生の交流を深

めながら、互いに高めあう教育を推進します。�


